



日　時：2014 年 7 月 4 日（金）
場　所：名古屋キャンパス　J 棟 1 階　特別合同研究室
テーマ：アジア現代史の闇―インドネシア 9・30 事件と中国文化大革命
報告者：馬場　公彦（岩波書店編集局部長）
1965 年 10 月 1 日未明にインドネシアで起きた「9・30 事件」およびその後の混乱
は，アジアの国際政治にも大きな影響を与えた。この事件はのちのインドネシア政府

































送は 4 回 2 万人におよび，帰国した華人は「華僑農場」で帰僑・難僑として，特に文
革中は苦しい生活を強いられた。さらに，西カリマンタンや北サラワクでは，中国は
共産党の残党勢力と共闘してゲリラ活動を展開したが，インドネシア国軍の掃討作戦
で撃退された。華人は根こそぎ内陸部から海岸都市へと締め出された。
その後，アジア国際政治の地図は大きく変化した。ソ連は中国に代わって東南アジ
アへ進出し，台湾はインドネシアに接近してジャカルタに活動の拠点を得た。日本は
スカルノからスハルトへ乗り換え，北爆でベトナム戦争は本格化し，インドネシアは
マレーシアと融和して ASEAN が結成された。アメリカ帝国主義とソ連修正主義の
2 大国を敵としていた中国は，最大の中間地帯国インドネシアに離反されて国際的に
孤立し，それは文化大革命へとつながっていく。また，それまでの革命理論は，「統
一戦線論」，「中間地帯論」から「第 3 世界論」へとシフトし，国家ではなく人民との
連帯を掲げる世界革命のマオイズムへと急進化した。
（文責：小林　寧子）
